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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年10月18日(2018.10.18)

【公表番号】特表2016-532757(P2016-532757A)
【公表日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-060
【出願番号】特願2016-536097(P2016-536097)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   3/14     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  37/00     (2012.01)
   Ｃ０９Ｇ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    3/14     ５５０Ｆ
   Ｂ２４Ｂ   37/00     　　　Ｈ
   Ｃ０９Ｋ    3/14     ５５０Ｄ
   Ｃ０９Ｋ    3/14     ５５０Ｚ
   Ｃ０９Ｇ    1/02     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年9月7日(2018.9.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　窒素含有基は、第四級アミン塩又は第三級アミン塩である可能性が最も高い。より具体
的には、カチオン界面活性剤は、アルキル－第四級化アンモニウム塩、アルキルアミン、
及びアミン塩の少なくとも一つであり得る。カチオン性ポリマーは、クォータニウム系ポ
リマー又は高分子電解質の少なくとも一つを含み得る。アルキル－第四級化アンモニウム
塩は、塩化物、メトスルフェート、又は臭化物塩の少なくとも一つを含み得る。塩化物塩
は、例えば、ステアラルコニウムクロリド、セトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウ
ムクロリド、ベンザルコニウムクロリド、ケイヒ酸アミドプロピルトリモニウムクロリド
、ココトリモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド、ジココジモニウムクロリド
、水素化パームトリメチルアンモニウムクロリド、ラウリルトリモニウムクロリド、クォ
ータニウム－１５（ＩＵＰＡＣ名：１－（３－クロロアリル）－３，５，７－トリアザ－
１－アゾニアアダマンタンクロリド；ＣＡＳ　Ｎｏ．４０８０－３１－３）、クォータニ
ウム－２２（ＩＵＰＡＣ名：Ｎ－［３－［ジメチル（２－ヒドロキシエチル）アミニオ］
プロピル］－Ｄ－グルコンアミドクロリド；ＣＡＳ　Ｎｏｓ．５１８１２－８０－７／８
２９７０－９５－４）、クォータニウム－８２（ＩＵＰＡＣ名：［２－［ビス（２－ヒド
ロキシプロピル）アミノ］エチル］ビス（２－ヒドロキシプロピル）（メチル）アンモニ
ウムメチルスルフェート　ジオリアート（エステル）；ＣＡＳ　Ｎｏｓ．６５０５９－６
１－２／１７３８３３－３６－８）の少なくとも一つを含み得る。アルキルアミン又はア
ミン塩は、ステラアミドプロピルジメチルアミンラクテート、ステラアミドプロピルジメ
チルアミンシトラート、ステラアミドプロピルジメチルアミンプロピオナート、イソステ
ラアミドプロピルジメチルアミン、イソステラアミドプロピルモルフォリン、コムギ胚芽
アミドプロピルジメチルアミン、及びベヘナミドプロピルジメチルアミンの少なくとも一
つを含み得る。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア中に分散された研磨粒子を含み、前記キャリアは、水、エチレングリコール、
並びに、ステアラルコニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ケイヒ酸アミドプ
ロピルトリモニウムクロリド、ココトリモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド
、ジココジモニウムクロリド、クォータニウム－１５、クォータニウム－２２、クォータ
ニウム－８２及びこれらの組み合わせからなる群から選択される塩化物塩、又はメトスル
フェート塩の少なくとも一つを含む約０．５ｗｔ％から約６０ｗｔ％のカチオン界面活性
剤を含む、ラッピングスラリー。
【請求項２】
　研磨粒子が、立方晶窒化ホウ素、ダイヤモンド、表面改質ダイヤモンド及びダイヤモン
ド複合材料の群から選択される、請求項１に記載のラッピングスラリー。
【請求項３】
　消泡剤を更に含む、請求項１に記載のラッピングスラリー。
【請求項４】
　カチオン性ポリマーを更に含む、請求項１に記載のラッピングスラリー。
【請求項５】
　カチオン界面活性剤が、アルキルアミン及びアミン塩の少なくとも一つを更に含む、請
求項１に記載のラッピングスラリー。
【請求項６】
　カチオン性ポリマーが、クォータニウム系ポリマー及び高分子電解質の少なくとも一つ
を含む、請求項４に記載のラッピングスラリー。
【請求項７】
　塩化物塩が、クォータニウム－１５、クォータニウム－２２、クォータニウム－８２及
びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載のラッピングスラリー
。
【請求項８】
　アルキルアミン又はアミン塩が、ステラアミドプロピルジメチルアミンラクテート、ス
テラアミドプロピルジメチルアミンシトラート、ステラアミドプロピルジメチルアミンプ
ロピオナート、イソステラアミドプロピルジメチルアミン、イソステラアミドプロピルモ
ルフォリン、コムギ胚芽アミドプロピルジメチルアミン及びベヘナミドプロピルジメチル
アミンの少なくとも一つを含む、請求項５に記載のラッピングスラリー。
【請求項９】
　超砥粒材料；及び
　カチオン界面活性剤
を含むラッピング組成物であって、カチオン界面活性剤が、ステアラルコニウムクロリド
、ベヘントリモニウムクロリド、ケイヒ酸アミドプロピルトリモニウムクロリド、ココト
リモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリド、ジココジモニウムクロリド、クォー
タニウム－１５、クォータニウム－２２、クォータニウム－８２及びこれらの組み合わせ
からなる群から選択される塩化物塩、又はメトスルフェート塩の少なくとも一つを含み、
カチオン界面活性剤が超砥粒材料の表面上に吸着される、ラッピング組成物。
【請求項１０】
　液体を更に含み、カチオン界面活性剤が約０．５重量パーセントから約６０重量パーセ
ントの量で存在する、請求項９に記載のラッピング組成物。
【請求項１１】
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　前記液体がエチレングリコールを含む、請求項１０に記載のラッピング組成物。
【請求項１２】
　前記カチオン界面活性剤が、アルキルアミン及びアミン塩の少なくとも一つを更に含む
、請求項９に記載のラッピング組成物。
【請求項１３】
　クォータニウム系ポリマー及び高分子電解質の少なくとも一つを含むカチオン性ポリマ
ーを更に含む、請求項９に記載のラッピング組成物。
【請求項１４】
　塩化物塩が、クォータニウム－１５、クォータニウム－２２、クォータニウム－８２及
びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項９に記載のラッピング組成物。
【請求項１５】
　ゼータ電位により証明されるように、５から９までの範囲のｐＨを有するエチレングリ
コール中に分散されたとき、正に帯電される研磨粒子；
　ステラアミドプロピルジメチルアミンラクテート、ステラアミドプロピルジメチルアミ
ンシトラート、ステラアミドプロピルジメチルアミンプロピオナート、イソステラアミド
プロピルジメチルアミン、イソステラアミドプロピルモルフォリン、コムギ胚芽アミドプ
ロピルジメチルアミン又はベヘナミドプロピルジメチルアミンの少なくとも一つを含むカ
チオン界面活性剤；及び
　エチレングリコール中に分散された消泡剤
を含むラッピングスラリー。
【請求項１６】
　約０．５ｗｔ％から約６０ｗｔ％のカチオン界面活性剤を更に含む、請求項１５に記載
のラッピングスラリー。
【請求項１７】
　前記カチオン界面活性剤が、アルキル－第四級化アンモニウム塩を含む、請求項１５に
記載のラッピングスラリー。
【請求項１８】
　研磨粒子が、立方晶窒化ホウ素、ダイヤモンド、表面改質ダイヤモンド及びダイヤモン
ド複合材料の群から選択される、請求項１５に記載のラッピングスラリー。
【請求項１９】
　前記カチオン界面活性剤が、塩化物塩又はメトスルフェート塩の少なくとも一つを更に
含む、請求項１７に記載のラッピングスラリー。
【請求項２０】
　塩化物塩が、ステアラルコニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、ベンザルコ
ニウムクロリド、ケイヒ酸アミドプロピルトリモニウムクロリド、ココトリモニウムクロ
リド、ジセチルジモニウムクロリド、ジココジモニウムクロリド、クォータニウム－１５
、クォータニウム－２２、クォータニウム－８２及びこれらの組み合わせの少なくとも一
つを含む、請求項１９に記載のラッピングスラリー。
【請求項２１】
　塩化物塩が、クォータニウム－１５、クォータニウム－２２、クォータニウム－８２及
びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１９に記載のラッピングスラリ
ー。
【請求項２２】
　約０．５重量パーセントから約６０重量パーセントのカチオン性ポリマーを含む、請求
項１５に記載のラッピングスラリー。
【請求項２３】
　キャリア中に分散される研磨粒子を含むラッピングスラリーであって；
　キャリアが、水、エチレングリコール、並びにステラアミドプロピルジメチルアミンラ
クテート、ステラアミドプロピルジメチルアミンシトラート、ステラアミドプロピルジメ
チルアミンプロピオナート、イソステラアミドプロピルジメチルアミン、イソステラアミ
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ドプロピルモルフォリン、コムギ胚芽アミドプロピルジメチルアミン又はベヘナミドプロ
ピルジメチルアミンの少なくとも一つを含む約０．５重量パーセントから約６０重量パー
セントのカチオン界面活性剤を含む、ラッピングスラリー。
【請求項２４】
　前記カチオン界面活性剤が、メトスルフェート塩を含む、請求項１に記載のラッピング
スラリー。
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